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オープンアクセスの方法

新任教員研修プログラム

オープンアクセスを巡る状況と
大阪大学におけるオープンアクセス支援③



オープンアクセスの2つの方法

2

ゴールドオープンアクセス グリーンオープンアクセス

論文が公開され
る場所

出版社のサイト
- オープンアクセス誌
- オープンアクセスオプション

がある雑誌（ハイブリッドジャーナル）

• プレプリントサーバ
• 機関リポジトリ
• 著者のWebサイト

公開できる論文
のバージョン

VoR (Version of Record)

（出版社版）

多くの場合
Accepted Manuscript
（著者最終稿）

公開時期 ―
多くの場合 エンバーゴ
（公開禁止期間）あり

著者の費用負担
の有無

ほとんどの場合、あり
- 論文出版加工料(APC)

なし
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プレプリント

6

◼プレプリントサーバ
 査読を経て正式に出版される前の論文（プレプリント）を公開するためのサービス

 arXiv, bioRxiv, chemRxiv, medRxiv , SSRN, RePEc, Jxiv など

◼プレプリントを公開する意義
 オープンアクセス

 研究成果の迅速な共有

 先取権の主張

◼出版社の対応
 査読中の論文を出版社のサイトで公開（Springer Natureの “In Review” など）

 ElsevierによるSSRNの買収

 F1000 Research
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機関リポジトリ
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◼機関リポジトリとは
大学などの学術機関によって設置される、所属構成員による研究成果等を収集・保

存・公開する電子アーカイブ

各機関の研究成果の可視性向上、社会に対しての説明責任を果たす役割

◼日本の機関リポジトリ
 千葉大学（2005年）を皮切りに、現在は約900の機関*1 が運用

 NIIがクラウドサービス（JAIRO Cloud）を提供

 紀要論文や博士論文など学内刊行物中心→学術雑誌論文の公開にも注力

 今後、OA義務化の受け皿、研究データの公開先のひとつとしても期待されている

*1 学術機関リポジトリ構築連携支援事業 https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
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【参考】グリーンオープンアクセス化の効果
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◼機関リポジトリに登録された論文情報（本文ファイル以外のメタデータ）
は、他の論文データベースにも収録される

Google Scholar、CiNii、医学中央雑誌 etc.の検索結果としてヒットし、

   リポジトリへの本文リンクが表示される

研究成果の可視化、被引用数の向上

オープンアクセス化による被引用数への良い影響

Piwowar, Heather et al. “The State of OA: A Large-Scale Analysis of the Prevalence and Impact 
of Open Access Articles." PeerJ, vol. 6, 2018, e4375. 

・ゴールドOA論文をさらにグリーンOA化することにも被引用数向上効果あり

機関リポジトリへの
リンク

CiNiiの例



【参考】グリーンオープンアクセス論文の見つけ方
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◼検索サイト・検索エンジン
 Google, Google Scholar

 CORE, BASE (Bielefeld Academic Search 

Engine), OAIster, OpenAIRE など

◼ブラウザの拡張機能
 Unpaywall

 EndNote Click (旧称：Kopernio)

• 出版者等のサイトでアイコンが表示される。
• グリーンオープンアクセス論文が入手できる

場合はアイコンが緑色に。
• クリックすると、画面の例では大阪大学の機

関リポジトリの画面へ飛び、著者最終稿を閲
覧できる。

Unpaywallの利用例
大阪大学の
非購読雑誌

https://core.ac.uk/
https://core.ac.uk/
https://www.base-search.net/
https://www.base-search.net/
https://www.base-search.net/
https://www.oclc.org/en/oaister.html
https://www.openaire.eu/
https://unpaywall.org/
https://unpaywall.org/
https://kopernio.com/
https://kopernio.com/
https://kopernio.com/
https://kopernio.com/
https://kopernio.com/


購読モデルとOAモデル
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購読料を払っている
のは大学（図書館）

出典：東京大学附属図書館. オープンアクセスハンドブック.第2版. p.15. http://hdl.handle.net/2261/72694.

http://hdl.handle.net/2261/72694


オープンアクセス出版とAPC

次の動画



オープンアクセス出版とAPC

次の動画
視聴後は

確認問題へ！
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